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Concerning the field of the visual perception in the tri-dimensions, the author has

hitherto pursued a number of experimental studies from the view-point of the displacement

effect ; but as it is rather complicated,
as

compared with that in the two dimensions, he

has not fully grasped its fundamental characteristic yet ;and
now it is the aim of this study

to research into this characteristic from the view･point of the strength of the field. Contrary

to his expectation, the result of the measurement of the stimulus of the linear type andthe

circular has evidently shown that, differing from the characteristic of the t∇o dimensions,

the strength of the field rather grows larger gradually as it goes away from the stimulus

object ; so that as an attempt to elucidate such a new fact, be has assumed its cause to be

the interaction between the two processes, viz. the fusion of the binocular retiⅢal disparity

and the activity of the field.Availing himself of Yokose's theoretical formula as it is in order

to demonstrate the validity of this assumption, the author has obtained an expectation value

by a formula, M-i (M'+M") when M'is the strength of the field, corresponding to the left

eye, and M''to the right, in the stimulus configuration ; made an investigation, comparing it

with the experimenta一 result ; and ascertained that it is well applicable.

Ⅰ 間獲の所在と研究の目的

二次元空間における形の場に関する研究は,既に実験

的に多くの成果が累積きれ,それにもとづいて理論的展

開まで行われている.しかし三次元空間に関してはどu)

ような揚が形成されているJL)か,まだそU)実態は十分Fl)A

らかにはされていない｡三次ノ己空間にも揚が存在するこ

とば,ケーラー(Ktihler, W.),エメリイ(Emery,

D.A.)らの図形残効の研究によりある粗受継かめられ

ているが(1), しかし大まかな現象把握にとごまってい

る｡またその他の三次元の場に関連する研究は,極めて

僅少である｡

そこで筆者は数年前より三次元0)場c))基本的な特牡を

F"jらかにしてみたいと考え,二次元u)場u)知識を基礎に

して変位効果(displacement effect) ()測定,Jp種々

の条件下で試み,一応次のような現象的事実をとらえる

ことができた(2)(3)(4)｡それをごく簡単に述べると,近

傍の空間内では刺激対象に引きよせられるようなiE巾面

上での変位があらわれること,そのあらわれ方は刺激面

より遠ざかるに従い緩慢な減少がみられるか,もしくは

途中に最大値が出現してのち漸次逓減していく傾向があ

らわれる｡そして相当離れた所では焚IlrI:(ま零とはならな

いで,逆に対象よT)よ!)遠ざかるIJJ'向にずれる｡これら

a)]さ実/i7,みると,二次ノ己のヴュクトル13,I,･とも極めて類似

した憤向もあらわれていると岡崎に,まT;負の変位とい

う全く異なっT;新しい~1｣i実も,rlJ.現している｡しT;がって

二次元の場と同一-の構造や機能をもつとも,また異なる

もo)とも容易に､阿定しがたい｡そこで今後さらに背後の

機能的事実を明らかにする為には,場のもう一つの特性

である強さの面からもとらえることが必要であると考え

た｡三次元における場の強さの探究についてまづ明らか

にすべき主要な,課題は,二次元における距離に対する指

数開放的減少の憤向があらわれるかごうかということで

ある｡もしこの慣向が卜分に確かめられえたとすれば三

次元の場と二次元の場とは共通の機制をもつものと考え

られるので,弧板のポテンシ17ル場の理論iC(5)(6),iT,土

台として容易に三次元の場の強さ/=p予測する理論式も展



由することがでさる｡また岡崎に,場U)過程は本来三次

元的なものであるかごうかという基本的な問題に関して

ち,イオ益な知識Jlp提供することになろう｡しかし反対に

全く異なっT:現象があらわれたとすれば,他の要因の参

与を検討する事や新しい考え方によってその原因を明ら

かにする実験的理論的探究が必要となろう｡

本研究の目的は,以上のべてきた問題点についてまづ

実験的に検討を進め,しかるのちその事芙を説明しうる

理論的展開を試みることである｡

Ⅱ 三次元における頓の強さの測定

1.実 験 方 法

装 置 本実験において用いられT:装置は, Fig･1

に示される通りである｡刺激図形は背後のボックスβに

ある光源Llによって刺激提示面Sに一次光として投映き

れる｡光源Llは6簡の環球よりなり,それらの光はボ

ックスB内の二つのスT)ガラスと一枚のアクリルを通過

して提示面のアクリルに到達するので,刺激図形の各部

分は殆んど完全に近い均一の明るさが保持されるo光蘇

Llはボルトメ-ター,スライダックを仲介として慮源に

接続してあるため,刺激図形の明るさは自在に変化でき

る｡本実験でとられた明るさの変化の条件は,各実験の

ところで述べることにする｡
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Fig.1.実験装置(A)は上面図, (B)は斜側面図

木実験では遠近判断の可能な刺激弔態を構成しなけれ

ばならないため完全暗黒では不都合であるので,背景と

なる周囲の空間を一定の明るきにしておくことが必要と

される｡そこで図の装置の巾のLっL4の位置に夫々白熱

ランプおよび環球をとりつけ,空間を一定の明るさに照

明した｡刺激提示面となる背景での明るきは,本案験期

間中つねに0.1mLであるo

観察者の前方には観察窓があり,それに)I(l径1.5mm
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の人工瞳孔oが瞳孔蘭距離を調整出来るようにして2簡

セットされており,観察者γ♪はこの小孔を通して観測

する｡人工瞳孔を設定した理由は,瞳孔内散乱光による

影響を出来るだけとり除き, -･定の光量を網膜に投影さ

せんがためである｡

小光点の空間捷示法 刺激対象の周囲における場の強

さを明らかにするためには,祝空間内に小光点を投入し,

その光党閥,=p測定することになるが,木実験では三次元

における場の強さを求めなければならないので,まず小

光点を視空間内のある定められT;位置に提示する工夫が

必要となる｡そこで,装置の背後の光線用ボックス内よ

り,背景を通してその前方(観察者の方向)に向って支

梓を突出させる｡支樟の先端には,半径1.5mmの黒Ei

小円盤pが取付けられている｡微小円光(小光点)は,

観察者の斜後方の幻燈機L,2より小窓Hを通過して黒色

小円盤上に投影される｡ /ト光点は視角4′ (半径1.25mm)

の大きさで,刺激面(背景) βより前方のある空間位置

に光点としてはっきり定位してみえる｡そしてその提示

位置は,支樺c))前方後方移動によって変化させるo

測定手続 光刺激区形を背景面上に,小光点を明らか

に知覚しうる程度の明るさでその前方空間内に提示す

る｡次に小光点の明るさを漸次減じていく｡光点はほぼ

o.1〝tLの明るさの小円盤上(0.1wILのときは背景に一

致している場合の明るきであるため,空間距離が変わる

と僅かではあるが円盤面上の明るさも変化するのでほぼ

と表現しT:o後に示すグラフの値の基礎となる閥値の明

るきは前もって較正表を作製しておき,これによって正

確な値を算出した)に投影されているので,小光点の明

るさは零とはならないが,小円光の輪郭がぼやけ遂には

認められなくなった時の明度すなわち消失閲値を求め

る｡この値そのままでは直らに場の強さに対応するイン

デックスとはならない｡その理由は上記の値の中には,

観察者の視力,眼球調節,面舵の柘換,両眼視差等の生

理的機能における個人差,測定日時の影響,測定回数と

偏差等の種々のIJIL.9響が混入して働いているので,純粋に

刺激図形の影響をあらわすものではないからである｡そ

こで図形が提示されている吸合の珊定だけでなく,それ

に必ず対応する同一位置において小光点を単独提示し,

その消失碗を測定する｡今前者の場合の閥値(単位mL)

をut,後者の場合のそれをu〕とすると, ui-uo/uJなる

式によって相対変換値を求める｡このようにして求めら

れた値は,他の諸条件を-.応コントロ-ルした可能な限

りの図形の純粋な姦智と考えられるものであって,これ

を場の強さのインデックスとみなす｡猶1提示位置につ

いての皮復測定回数は6ないし8･担｢L:-その代表値が消失

聞値となる.

観測条件 観察者(被験者)は3名｡刺激図形と人工

瞳j■Lまでの距離(観測距離)は1017mm｡両眼視で顔面

固定により両眼の位置を固定する｡実験開始前に必ず20
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分間以上の暗噸応を行い,しかるのら観測に入る｡観iErl

は一時に多数国反復甜足すると,同一刺激の長時間凝視

となり,刺激効果の累積や眼の疲労を生ぜしめるので,

1条件につき数回)i復観測後直ち-に他の観測者と交替さ

せ, EIJ.来る限り′[小才いを茂人して実験を進めT;.

実験期問および場所 昭和38年7月より仝39年2月迄

名古屋工業大学千種分校心理学暗室実験室にて実施｡

2.実験とその結果

目 的 空間的距離および明るさの二要因を中心とし

て場の強さのあらわれ方を調べ,二次元の場強と比較す

ること｡

刺激条件 平行二線分を刺激図形として提示する｡二

線分は共に長さ30mwL,巾2mwEで,視角ではOo51′に

あたる｡線分間の間隔距離は内側で87Fけn, 18mmの二

種類について実施｡線型刺激の明るさは, 8mwl間隔で

は2･61, 5.61, 9.61, 10.61mLの4段階,また18mm

Fig.2.前観平行面上でuI)投影位置
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Fig.3.平行二線型刺激の中央正中線上(--)におけ

る場強の実測値｡ Hは刺激の明瞭度,括孤内は刺

激の明度/iv示す｡線分間の間隔はすべて8mmo

では9.61wILである｡背景の明るさは既述uj通り0.1mL,

である｡小光点u)提示位置はFig.2に示されるように

=l[?･行二線分間の中央部pより垂直にその前方観察者c,)

方向へ0, 3, 5, 10, 15, 20, 30, 40, 50, 70m7nU)比

離の8-9箇所()空間((J位置である.

結 果 縦軸に園値の相対変換値ui-u/u〕を,横軸

に空間的距離zをとり,それぞれ刺激の明るさ別に描

くと, Fig.3のA, B, CおよびFig.4のグラフが得

られた｡結果は刺激の明るさが増すはど一般に相対変換

値は大きくなっており,まT=空間的距離Zが増すにつれ

て値は上界の憤向/=pはっきり示している｡更に線分間の

間隔が8u11flより187nWlに増すと場強の上昇はみられず

そL/)値も小さい｡

V

Fig.4.平ijJ'二線型刺激u)間偏距離の差異にJ:る場強

u)比較

3.結果の考察

以上の実験結果を通観してみると,三次元における場

山強さのあらわれ方は二次ノ己のそれと明らかに異なるこ

とが明確にあらわれている｡してみると,今後かかる新

しい∃享実をどのj:うに考えどのように究明していけばよ

いか,ということが問題となる｡そこで次にこの解決-

u)手がかT)をうるため, ?'1験結堤,+i,検j-J'しつつ1Jt:理論

Ir]/5i開を試み,それと三j_f実とを比較昭合していくことに

する｡

Ⅱ 三次元における頓の強さに関する理論的展開

1.横瀬の理論式の考察

三次元に関する場強の理論的展開としては,まづ横搬

の理論式をそのまま三次元空間に拡大発展させ,それと

実験結果と/+i,比較照合してみることであろう｡横減の理

論式はケーラーの知覚竜流モデルの実証的研究の諸事実

を基礎として,物理学における磁界の強きを求める法則

を参考にして定立されたものであって,その意味すると

ころはあるI11TI:11F宣pにおけろ場の強さは刺激を偶成する

微小部分からの距離の二乗に反比例し,刺激の明瞭度H

に正比例するということである｡今この考え方を三次元



空間にそのまま適用してみるとFig.5に示す通り次の

一般云Cが得られる｡図形の微小部分をdsとし,そのx,

y,ヱ方向の大きさをdbL, (tI7, d['とするとP点における

場の強さM(a, y, I)は次式で与えられよう｡

ds⊥=df
･ dJ/ ･ dp

M(x, y,
-,)

dトdJ/ ･ d()

二kH

!払x二i-'12+(jli;)妄工~(i二;,-'2}冨-･(1,

Fig.5.

実験結果では〝はほぼ2で

あることが確められている｡

さて__L記の式では, P点が図

)I-,;より遠ざかるにつれてMの

値は次第に小さくなる筈であ

るが,本実験において測定さ

れた結果からみると,逓減す

ることなくむしろ次第に増大

していくという事実が明白に示されている｡その後の継

続的に行った測定結果でも,このことばもはや疑う余地

がない程明らかな傾向である｡このような事実は二次元

と全く相反する現象であるので,三次元の場では従来の

二次元の場の理論をそのまま拡大適用することが困難で

あることを示している｡そこで三次元では新しい関数関

係を考察してみる必要がある｡しかしながら,三次元に

おける場の変位効果の測定結果からみると,本質的にみ

て二次元と全く異なった場が形成されているとも考え難

い~｡場の考え方からすれば二次元的刺激布置でも三次元

的刺激布置でも,ともに中枢の事象であることには変り

なく,したがって全く別個の機能をもつものと考えるこ

とは妥当ではないように思われる｡殊に横瀬の理論ie

は,既に二次元の場において妥当することが十分実証さ

れているので,これをポジティブに発展させる方向がさ

しあたって研究の進め方として生産的であり,かつ望ま

しいと考えられる｡

2.生理的要因の考察

そこで次に考えられる点は,他の有力な要凶の参与に

よる場の効果の変容である｡この点に関して三次元の刺

激事態で現在もっとも有力な要因は両眼視差である｡こ

の要因は遠近知覚における主要な生理的要因であるの

で,本実験でとられた刺激条件の如く客観的に奥行をも

づ事態でしかも刺激図形が左右相称的で単純である場合

には,この要凶の参与をとりのぞくことは.ri'.釆ない｡そ

れ故三次元の場に関して,むしろかかる要凶の影響を積

極的に考慮してみることが新しい解決の方向であろう｡

そこで三次元の場の測定に関連する視差要因の働き方を

考察してみると,
-一応つぎの事柄が挙げられようo

1)刺激閥値を測定する場合,被影響点としての小光

点は,同時に凝視点ともなっていること｡
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2)そのため,小光点はfovea centralisへ投影さ

れる｡

3)小光点が凝視点となっている7:め,刺激図形の方

が左1J一両眼で-一致点(identical point)に投影さ

れない｡すなわち両淑網膜像の不同を生じているこ

し
｣ o

4)小光点の空間的位置の変化は,両眼の転換度に差

異を生ぜしめること｡

この中4)は相対変換値が求められているので,結果

には直接影響をもT:ない｡それ故本実験で直接関係する

事柄は, 3)である｡しかしこのことは遠近知覚が閥値を

変えるということではない○戸のためとくに小光点単独

提示のさいの光党閥値を求めてその題響を捨象したので

ある｡ここで関係をもつというのは,網膜上で小光点と

図形との位置関係が既に両眼において異なること,これ

が後の中枢における場の形成に影響をもつという意味で

重視するのである｡そこで三次元における視覚場の理論

的展開の基礎は,まづ両眼の機能と刺激にもとづく場効

果との相互関係から入っていくことになろう｡両眼にお

ける網膜像の不同は極めてダイナミックな融合の過程を

とおして合一し,そして遠近知覚が成立すること,しかも

この融合が刺激対象相互の力関係によって規定きれるこ

とはウェルナー(Werner, H.)の研究(7)によって明らか

にされている｡したがって三次元に対応する心理物理的

場の過程は,二次元と異なり複雑でかつ相当著しい力動

的過程が生じているものと予想きれうる｡観点をかえれ

ば両眼像の融合過程もあきらかに末梢ではなく中枢での

事象であるから,また場の中の一つの過程としてみなお

すことも可能ではなかろうか｡コフカ(Koffka, K.)が

平面図形の立体視について三次元的体制を強調したこと

ち(8),二次元と三次元で場が異質的であるということ

ではなく,二次元的に安定しがたい盃をもつ場が形成さ

れるとそこで三次元祝が成立するということを示したも

のに外ならないと考える｡現在の処,遠近知覚の成立に

関しては多数の要因が指摘されながら,きめてとなる要

因が明らかにされない上に,さらに中枢の過程に関して

は殆んどその知識は心理学的にも生理学的にも皆無とい

ってよい現状である｡ケ-ラーも二次元の場に関しては

巾枢神経における電流モデルを提出し相当つっこんだ理

論を展開しているが,三次元空間における残効現象の生

起については単にsensory fact であるといっている

のみで,機能的説明は十分与えていない｡(9)この意味

で,さきのダイナミックな融合ないし場の過程がどのよ

うなものであるかは,それを洞察するための参考となる

知識が現在の所みあたらないため,簡単には推定しがた

い｡ここで意図している王甲論的展開は,二次元であきら

かにされT:場の知識に,両眼視差c/)_'1i:['[L･をflr導入してみた

場合,どの程度実験的事実と一一致するかを検討するこ

と,そしてもし一致するとすればこのような条件を三次
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元の場にどのように導入して考えていくことが妥当であ

るかという事を明らかにすることである｡

3.展開の基礎としての構想

以上のべてきた観点から,本実験において用いた刺激

条件について具体的に取上げてみよう｡ Fig. 6は右限

Fig.6. hl'j限投影の説明図

(R.E.),左眼(L,.E.) -の投影の状況を分り易くホし

たものである｡いまP点の位置に小光点が捉ホきれると

すると, Pが観察者の方rLr1.] (z方向)に移動するとつま

I)刺激面より遠ざかると,観察者のノ[J-[眼,左眼の視線の

なす角(幅換角)は次第に大きくなる｡筆者が木実験の

なかで単眼現により小光点の遠近知覚/=p行わせたところ

では,はぼ図形とILf]--虹ヒに知覚きれることが確かめら

れているので,従ってjJL限左眼におけるP点の網膜像を

逆に刺激面_Lに投影するとFig. 6の如く平行線分と同

一面上p/･Puにくる｡そして両眼転換角が大きくなる

と右眼ではPuがSlに,左眼ではP/がSlに接近する｡

p点が図形面より相当大きく離れると, P′･P〝は刺激

に極めて接近した状態になる｡これが網膜上でU)小光点

と二線分との位置関係である｡

Fig.3 の実測値で3'が増すと場u)強さが増すという

I:ji実は, P点の投影像が刺激対象に次第に接近し,そ

のため場強が増すと考えると容易に理解できる0)であ

る｡この点を分りやすくするため,図解して'](しT;のが

Fig.7である｡ Eが増すと図の申の間隔dは次第に大

きくなるT:め, P点の投題箇所である×印を直接とりか

こむ周囲の部分は次第にせばめられ,それが場の強汚を

次第に高めるようになると推定されうるのである｡網膜

Jtlでの投影像の位置関係からすれば一応Fig･7u)如く線
分の方が分離した位置にあるが,試みに小光点を線分よ

りずっと前方に離して提示してみると,線分の万は分離

してみえることは少I-_Llくて,むしろ小光点が二分して両

側の二線分に近い所にみえる｡これは線分の方がより強

い力をもつためと考えられるG ここで一つの疑問が提出

IJ.1.;.

舶F)I;H∵こノ)(I;;,.I

R. Iィ｣

Fig.7.融〔†段惜での布置

されるかもしれない｡それは融合が行われている,ある

いは行われてしまった段階では間隔♂は零となる筈であ

るから,例えば線分の場合の4本の平行線という融合前

の位置関係で場を考えるべきではなく,あくまで二本の

平行線という布置で考えるべきではないかということで

ある｡しかし融合は完全に一致しなくても或る範囲内ま

で接近しているときに生起することが実験的に確かめら

れているし,それ以上c;)問題は現在の心理学の知識では

H)j催に指摘することがrrJL来ないC)で一応網膜上での=郎臣

･i,よ:)所として考えていくはかはないと思われる｡心理

学における数多くの知覚巷己象の取扱い方をみると,距離

し,)要因との関数関係を求める場合,祝的距離との関係で

はなく物理的距離との関係を求めそれによって知覚現象

Ji,,弧"jしている場[JLが多いo碩瀬c/-)理論式における場強

も物理的距離上の関係で求められるようになっている｡

つぎに以上のべてきた考え方を土台として,三次元祝空

間にわける二線型刺激の場の強さを表現しうる実験式を

展開してみることにする｡

4.三次元の頓強を表現する実験式

ここでいう実験iCとは,前述u-)ところで指摘した適:)

三次元において新しい開放式を求めようとするU:)ではぢ

く,従来十分検j'.j'されてきT=閑敬ILt:を.rlJ.来る取り括肝す~

ることにある｡このこと:i,二次元の場と十分関連,Ji,ち

T=せるためにも重要と考えたからである｡

さて仮親によって求められる三次元の場強の実験式は

次の如く考えられよう｡今も■眼,左限における網膜上の

布置に対応して生起すると予想される二つの相異る場強

I+i, M/, MUとすると,三次元の場強M,iT,あらわす式は

次式で-I-j･えられる｡

M
--i(M(十Mu)

M/, MUは二次元面に還元分解されT:場強であるの

で,そのまま横瀬,内山(10)の関数式によって求められ

ろものであろ｡ iは甲眼規の場強の両眼視のそれと0)比

であらわされ;Lような蝉位ないし係数である｡王冠庄の所

iの値については園他に関して両眼単uuの精密な比較資



料がないため便宜的にしか決定できない｡今後明らかに

すべき課題の一つであると思うo要するに両眼祝と単眼

視では二次元における場強のあらわれ方は同一であって

も量的な差異があると考えられるので,両者の区別がな

きれていない横瀬,内山の式を適用する場合考慮する必

要があるということである｡

さて平行二線型刺激について横赦のi=∈を適用してみる

と次のようになろう｡既に提示したFig.6とここにホ

されるFig.8において,小光点の空間的距離をz,小

S∫

U

s= 光)よの刺激面｣二での正射影pノと向

但咽j(J激Sl･Slとの岸巨離を夫々xi
･

xlとし,小光点pと両眼瞳1■LTi,紘

ぷ線との距離/iy, a,瞳孔間距離をb

小光点pと左眼を結びその延長が

図形提示面と交わる点をP/とする

Fig.8. と,このP/の位置における場強が

左眼に対応する場強M/となる｡ Fig. 8において,

b..I

slよr)の距離biラ/-xl+ぅIi--

S:よりの距離02P/-a:

であるから左旧に応ずる場強ば次iCで与,I,I_られる.

sinH1 +sin/ヲ2

凡4/__kH ≡ll:b2?:T2
+

S

i~nx(1'3Ib2?･;-n
0 4

)
本実験条件の如く小光点が常に平行二線分c))中央部正

中線上に存在している場合は, xl=---X:=二こX二, β卜β:,

o;--oLとなり,かつM/とM〝は左右対象となるのでM[

-MNである｡従って三次元の場強をあらわす式はM-

2tM/となり次iGで与えられる｡

･-

4iH(x琵+;.s篭)･･-(2)
上記のi;G(2)では線型刺激が巾をもT;ない場合に相当す

るが,実際にはある巾をもつ刺激図形が提示されるので

現状にそうためには短形刺激に関して場強を表わす式を

展開する必要がある｡ Fig. 9のように小光点が類形刺

＼'

Fig.9. JjBl【ラ刺激の外但り空間(PJ･:真)における場故を求

める図式

15

激u)外側空間pの位置に打在する場合の場強Mを求め

てみよう.今左限(I,.E.)とP点を結び,そ0)延長がx

軸と交わる点p/の座標を(x, o, o), P点のx軸への正

射影poの座頗をxaとするとP/での場強Mは(1)の式の

y-o,
-'f-0の式として次云Cが与えられる｡

ds dbt･dI17

M(a, o, o,

-ニーkH'Jajb(-xd_bi,:,d:1,)?
･･･

･-(3,

-a-b

上式は小光点が∬軸上に存在する場合であるが,それ

がp点u)位置にあ･'),その座牒が(x, 0, I)だとする

と, (3)式の∬は次の様に∬oに置換して計算する必要があ

る｡

左眼に対応する場強M/の場合, x-xJ+

右眼に対応する場強〟〝の場合 ∬-∬o-

b･E

2(i

uZZi
2a

とおきかえて計算しM--1i(M'+MW)なるiCによって求

められる｡猶この場合は一木の線型刺激についてのみ算

山されるので平行二線型刺激の中央部では二倍の値が求

むる場強をあらわす｡

5.実験式の妥当性の検討一現象的事実との照合

本実験において用いられたものと全く同一の刺激条件

で実験iC(3)を計算し,それと実測値とを比較照合してみ

た結果がFig.10のグラフである｡図中の実線はiE(3)に

Ⅴ

Fig.10.実線は実験式(3)によ:)計算されT:場強Mの

ぐらふ,破線は実測値ui-uo/uoのぐらふ｡

刺激図形は長さ30mm,巾2mmの平行二線分

間隔距離は8mm｡

より求められた計算値の曲線である｡また破線はFig3

の(C)のぐらふを量を問題としないで傾向の一致度を

検討し易いように重ね合せてみたものである｡ここで

(C)のグラフを照合の対象としT:のは,このグラフの

場合のHは99%で実験式の場合の計算のg二二1000/oとも

っとも近い明瞭度をもつ条件の~Fで測定されているから

である｡この二つの図を通して二〕与想値と実測値とを比較

してみると,極めてよくその慣向が一致していることが

分ろ｡実測値ではzが50mmあ7.: :)よ!) ::TjB･更にと_ri7-して

いるが,予想値でも同様である｡なおi-C(2)で計算しナこ

所, (3)のグラフと殆んごその憤向に差がみとめられない
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程である.このことからみると,線型の巾が2mm程の

狭い場合には横瀬の理論式をそのまま適用しても差支え

ないと考えられる｡ともかく以上の如く実験式による計

算値が実験的事実とよく一致するということば,先にの

べた両眼投影の構想の妥当性を一応表づけるものと考え

る｡

猶実&rj値のグラフを細かくみると,おおよそ距離15

mmから30mmの間で一時下降して再び上昇するという

落らこみの現象がみられる｡この現象は種々の明るさに

ついて一応共通して出現している｡ところがこのような

近傍空間での変動は理論的に予出される計算値のグラフ

ではあらわれていない｡これはいかなる],61;凶によるu)か

この点を一一応考察しておきたい｡

この疑問について考えられる点は,刺激として与えら

れる稼がrTjをもつということである｡もし理悠的な場合

として線が完全に巾をもたない場合には, Fig.7のd

のように同側の二線は小光点が刺激図形と同一面上にあ

る以外は,すべて分離して中枢のある箭城に投影される

筈である｡この場合には,予想される場強のぐら/よは,

なめらかな上昇曲線となる｡ところが実際は線刺激が巾

をもっているため, 2;がある距離までは中枢で重複した

翁城に投影されることになる｡巾2mmの線型刺激につ

いてt 重擬の状況を調べてみたのがTable.1, Fig.ll

那

空間的≡重
距離E ｢間隙部分+Q

-2.00

-1.85

10 l

-1.38

15

20

30

40

50

70

半分以上

の

重な り

-1.08

-0.
76 半分以下

-o.12
の重なり

-ト0. 54

+1.20 分 離

+2. 58

Fig.ll.およびTable.1.空間的距離と重複投'r;13と

の関係(Qの単位はmm)

である｡表でみると,半分以上の重複がみられるときの

空間的距離zは15mmまでであり,半分以下の重複はお

およそ20mmより40mmまでの範囲であり, 40mm以上

は完全に分離する｡この重複は融合の過程でどの程度変

化するのか,その)弐は現在の知識では明らかにすること

ができない｡ともかくこのように重複より分離へ向う境

界附近で実測値の落ち込みがみられることは,この現象

がやはり重複投影と何らかの関係をもつものと二考えられ

る｡この点については実験的検討にまたなければならな

いが,問塩点として予想される事柄は一万では線分の分

離の増大による場強の低下と,他方では両眼投影による

小光点の線分への接近による場強の増大という二つの働

きが存在していることである｡実測値のグラフの落ち込

みは丁度分離が行われた始めの頃の所にあたり,以後グ

ラフが上昇を示すのは後者の小光点の接近による場の強

まりの万が分離による低下を上廻ることによるものと考

えられるのである｡

ⅠⅤ 総括と結び

以上のべてきた事柄をここでもう一度総括してみるこ

とにする｡まづ研究目的としては,三次元祝空間におけ

る場の強きに関しては殆んどその実態が把えられていな

いので,これを明らかにすることである｡そのため線型

刺激を選び,正中線上における種々の位置における場の

強さを光覚開法によって実験的に測定を行ってみた｡そ

の結果は二次元の場強の如く距離に対して逓減するもの

との予想に反して,刺激対象より正中線上を離れるに従

い次第に増大していくことが明らかとなった｡そこでこ

の新しい事実を解明するため次のように考えてみた｡即

ち,このような現象の生起は,刺激対象の左右網膜像の

不同によりそれに対応して中枢に生起する二つの場の過

程の複合的な相互作用の結果によるものではないかとい

うことである｡この仮説が実験結果とよく適合するとす

れば, 1,占j;'･当しT:考え方であることが確かめられたこ

とになるであろう｡そこでこの検証としてさきの仮説よ

り関数式を導出し,それにより予想される事実と実測の

結果とを比較照合してみたのである｡その結果は細かい

点を除いてはよくあてはまることが確かめられた｡こう

した事実からみると,三次元祝空間における場の強さ

は,左右両眼像に対応した刺激布置に最も規定され易い

ということ,そしてまた単眼祝による場の加重とみられ

るような現われ万をするということである｡猶最後に関

数式と実測値とが適合しない部分が近接坂城に生ずるこ

とについて考察した結果,それが刺激の左限右眼よりの

重複投影に依存するものと考えられた｡関数式と現象の

間には細かい点ではまだまだ今後確かめていかなければ

ならない部分が多く残されているので,今後更に検討を

進めていくつもりである｡
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前号における訂正表
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de noの図式


